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Ⅰ．２０１７年度の基本方針

◆今後の方向性
　貧困の問題は、「貧困は貧困だけでは終わらない[footnoteRef:1]」と言われるように、女性（シングルマザー）や子ども・障がい者等の生活困難・貧困格差、子どものいじめ・虐待、高齢者の孤独死など、経済的な貧困化だけでなく関係性の貧困化が神奈川県内でも大きな課題となっています。これまでは、経済成長を前提とした社会経済の構造で、自己責任を主として市民ニーズを充足してきましたが、現在は経済成長が鈍化し既存の社会経済システムと私たちの暮らしには大きなギャップを生じています。この不安定要因が、階層間、地域間、納税者間、世代間等の対立や不信感を強め、複数の分断線（①貧困・所得格差間、②受給者間（教育・福祉・介護・保育等）、③世代間（若者と高齢者）、④地域間（都会と地方）、⑤雇用者間（正規・非正規）、⑥男女（性差）、⑦入居者間（公営住宅）、⑧国籍（国民・移民・外国籍）、⑨政治意識間（政治的急進主義と穏健寛容派）、⑩市民意識間（他者への無関心と他者への関心有、信頼と不信感）等）を生み出し、その分断線は複合化しています。 [1:  岩田正美　『現代の貧困－ワーキングプア/ホームレス/生活保護』ちくま書房2007] 

　このような分断線を解消し、地域社会の相互信頼・関係性を再生するため、様々なNPO・団体等が、地域での見守り合いの活動、子ども食堂、無料学習塾、プレイパーク、コミュニティカフェなど様々な人が参加できる地域の拠点づくり、発達障がいや子育て等の孤立化防止活動など色々な活動に取り組んでいます。同時にこのような様々な活動を踏まえた自治体や国への政策提言や市民の政策決定への参加が重要となっています。アリスセンターの役割として、地域社会の活動を市民政策として高めていかなければいけないと考えています。
[bookmark: _GoBack]　今年度は、前年度と引き続き分断社会の打開策を探るためアリスサロンの開催や前年度、不十分だった県内で活動する市民活動に対して、アンケートやインタビューを実施し出来る限り実情や課題をきちんと把握し、県内のNPOの取組みの全体像を明らかにしていくことに主に取り組んでいきます。事業の実施にあたっては、現在、分断社会の打破に取り組んでいる多くのNPOや他団体とより連携をとって行って効果的に実施していきます。また、細々とではあるかもしれませんが、理事間の協力、連携関係をさらに強め、大きな資金を必要としない範囲での事業を実施していくこととしたいと考えています。
アリスセンターの初代代表故緒形昭義は折にふれて「部分の合意」を提唱していました。多元社会である現代にあって「全体の合意」は専制に他ならない。それぞれの地域で、それぞれの課題ごとに、市民同士が民主的に合意を築いていく「部分の合意」こそ市民自治を具現化する。多元社会である現代にあって、多様な価値観を認め合う「部分の合意」は、無数に存在し、その「部分の合意」を持ち寄り、より広範な「部分の合意」を構築していく。その作業は果てしないが、この作業を積み重ねていくことでしか市民自治は現実のものとならない。そのプロセスそののものが自治であり、NPOの実践は、まさに「部分の合意」をつくるプロセスだろう。初代理事長故緒形昭義のこの哲学は、分断社会を打破するヒントとなると思います。初心に立ち返り、課題解決を市民自らが担う自治型の地域社会づくりを目指していきます。

Ⅱ．２０１７年度の事業一覧
	事業・プロジェクト
	定款における事業項目

	（1）貧困・格差問題に取り組んでいるＮＰＯなどの調査
	1．政策提言
4．調査研究

	（2）アリスサロンの実施
	1．政策提言
5．講座、研修等の企画・運営

	（3）「らびっとにゅうず」（メールマガジン）の配信
	3．情報収集と提供

	（4）相談対応
	2．相談・コンサルティング

	（5）他団体への協力
	8．市民団体への支援・助成

	（6）講師派遣
	7．講師派遣

	（7）会員向けの情報発信
	3．情報収集と提供

	（8）不正事件への対応
	9．その他






Ⅲ．各事業の内容

（１）貧困格差の問題等に取り組んでいる団体の調査・政策提言
貧困格差の問題はじめ様々な問題に取り組んでいるＮＰＯなどにアンケートやインタビューを行い政策提言を行っていきます。

（２）アリスサロン※の実施
神奈川における貧困や分断社会の現状を踏まえ、様々な分野で「分断社会」の問題に取り組む方々・団体からの問題提起を受け、意見交換を行い「分断社会の打開策」を探ります。
※2か月に1回程度、様々なテーマで講師がお話し意見交換を行うミニセミナー

（３）「らびっとにゅうず」（メールマガジン）の配信
　　月１回程度、らびっとにゅうず（メールマガジン）を配信します。

（４）相談対応
　　　市民団体等から持ち込まれる相談に対して、理事とスタッフで対応するとともに、アリスセンターのネットワークを生かして、相談に対応できる団体・人材を紹介します。

（５）他団体への協力
県内を中心に、市民団体等が開催するイベント等に協力します。

（６）講師派遣
　　　市民団体等からの要請に応じて、理事等を講師として派遣します。

（７）会員向けの情報発信
　　　正会員・準会員向けにタイムリーな情報やコラムを発信していきます。

（８）不正事件への対応
　　　昨年度に引き続き、警察から情報を得て適切に対応していきます。
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